難しい高校教科書を用いた英語で行う授業の実践（日本語の論文題名はMS P明朝体太文字12ポイント）
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日本語と英語の氏名の姓と名の間に半角スペース→中部 太郎（MS P 明朝体10.5ポイント）
CHUBU Taro（Century 10.5ポイント）
[bookmark: _Hlk139051788]1.　はじめに　（MS P 明朝体太文字10.5ポイント）←本文は9行目から
このテンプレートに基づいて書いてください（本文、投稿時点の勤務校、注、引用文献はMS P 明朝体10.5ポイント）。

1.2 セクション番号
　見出し番号の後ろにはピリオドを入れる。本文を日本語で書く場合、引用の括弧は、（Shirahata, 1988; 横田, 2014, p. 26）のように、全角（）で記載する。

2.　図表について　
　表は通し番号を付ける。通し番号と表のタイトルは同じ行に記して、表の上下部には1行分スペースを入れる。数字や文字は揃える。サンプルのように罫線（枠線）はなしとする。

表 1　テストの結果（N = 66）
	グループ
	テスト
	M
	SD
	Skewness
	Kurtosis
	Min
	Max

	処置群
（n = 33）
	事前テスト
	2.91
	2.09
	1.07
	1.16
	1.03
	9.10

	
	事後テスト
	4.32
	2.23
	0.16
	1.34
	1.23
	8.64

	対照群
（n = 33）
	事前テスト
	3.32
	2.44
	0.23
	1.31
	1.12
	8.82

	
	事後テスト
	3.82
	2.42
	0.20
	0.97
	1.54
	8.89



図は通し番号を付ける。通し番号と図のタイトルは同じ行に記して、図の上部に1行分スペースを入れる。なお、図（写真等も含む）はカラーではなく白黒にする。
　		
図 １　テストの結果（N = 66）
[image: ダイアグラム

低い精度で自動的に生成された説明]
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